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◎ はじめに 

 

 病院改革プラン（以下、「改革プラン」という。）は、平成１９年１２月に総務省において策定された「公立病院改革ガ

イドライン」に沿って平成２１年３月に策定され、その取り組み状況について点検・評価を行うため、評価委員会が設置さ

れた。なお、数次にわたりプランの見直しを行っており、本年４月にもプランの見直しを行っている。 

 「レイクヒルズ美方病院評価委員会」は、外部有識者、住民代表者等を含む７名の委員で構成され、本年９月に第７回評

価委員会を開催し、平成２７年度決算見込みの状況を含め、改革プランの実施状況の点検・評価を実施した。なお、委員会

の意見として、年に１回の最終評価では十分な総括にはなりづらく、定期的、少なくとも半期毎の数値的、項目毎の検証を

行うことを具申する。 

１． 評価区分の基準 

 「計画・実績」「改革プランにおける数値目標等（実績・目標）」「公立病院として今後果たすべき役割」について評価

を行った。 

評価は次の表のように４段階とし、それぞれの評価の基準は下記のとおりである。 

 

評価 評価の基準 

◎ 計画、数値目標を大きく上回った 

○ 計画、数値目標をほぼ達成した 

△ 計画、数値目標をやや下回った 

× 計画、数値目標を大きく下回った 
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２． 総合評価 

Ⅰ．収入増加・確保対策 

  ベットコントロールの徹底により、利用率を増加させるとともに療養病床の増床、一般病床の減を行い全体の利用率を

向上させていく。 

 

①外来患者数   

 ２７年度の外来患者数は、１日平均 ６０．７人、１人１日当たり１２，２３３円の実績となった。 

 外来患者数は、前年の１０月の常勤の耳鼻咽喉科医師の採用で増加になっているが、整形外科の常勤医師の異動による患

者数減、国家政策のとおり患者の要望による薬剤長期投与の傾向が増加継続しており、患者数の減少、単価も減になってい

る。 

 健診・予防接種等は、ケーブルテレビの利用、事業所訪問等により、地域に対する啓蒙・広報活動により拡大、拡充して

いく努力が引き続き望まれるところである。 

 

②入院患者数 

 平成２７年度入院患者数は１日平均 ８３．７人、１人１日当たり１５，６３４円の実績となった。一般病床の利用率が

80％を下回る７４％、療養病床は９０％であった。病床種別と病床数の見直しを含めた今後の病床運用による病床利用率の

向上が経営改善の大きな課題となってきている。 

 地域における病院の位置付け、役割から検証すれば、入院患者数の確保において、いわゆる社会的入院患者によるものも

含め、在宅医療の困難な患者の長期入院は地域のニーズに対応するものとして容認せざるを得ないところである。 

 療養病床の有効活用については、年度目標の９５％には到達していないが、９０％を越える状況は評価できる。 

 今後、いわゆる２０２５年問題に向けての様々な社会保障制度の見直しに基づく医療機関の機能分化に鑑み、また地域包

括ケアシステムの構築の中で、２次医療圏内で公立病院として生活圏、距離的にも二州地域の「市立敦賀病院」および「敦

賀医療センター」等との連携強化が引き続き重要である。 
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 また、介護事業において、通所・訪問リハビリテーションを軸に展開している事業及び居宅介護支援事業所の開設により、

入院、在宅（施設）の流れを地域関係者との連携強化によって整備し、入院患者確保に鋭意努力していることは評価でき、

今後のさらなる取組強化・拡充を望む。 

 入院・外来患者の増、診療体制の充実には常勤医師の確保が喫緊の課題であるが、１０月に採用予定である泌尿器科の常

勤医師確保による改善を期待する。なお、当該診療科の開設について積極的な広報が望まれるところである。 

 

Ⅱ．経費削減・抑制対策 

 

 公立小浜病院組合全体での人員の適正配置によるレイクヒルズ美方病院職員数の減により、主に給与費の抑制を図る。 

 

 職員数については、患者サービスの低下を招かないことを考慮しながら、平成２１年度９１名であった正職員数を１６名

減らしてきていることは評価できる。しかしながら、既に医療法および施設基準等における必要最低人員の職員数になって

おり、診療体制、患者サービスに支障を来さないことを前提に考慮すべきである。なお、今後複数名以上の看護師等の定年

退職が予定されているが、補充形態の考慮、他職種については委託計画等を一層推進することによる成果が期待されるとこ

ろである。なお、公立小浜病院の新人、職場復帰者の技術研修システムが完成し、当院においてもその有効利用が期待され

る。また、経営が悪化している状況下では、給与費の減にも連なる自主的な英断も熟慮検討されることを望む。 

 

Ⅲ．公立病院として今後果たすべき役割 

 

① 三方郡で唯一の入院機能を持つ病院として、急性期を担当する周辺病院との連携を図り、当病院は回復期・維持期

の機能を提供すると共に地域診療所のバックアップ等に努める。 

 一般病棟の入院基本料１５：１について、平成２７年度の平均在院日数は４７．６日となり、前年度より３．６日長期化

している。患者家族の長期療養の要望、社会的入院にも対応していくことを考慮すれば長期化は容認せざるを得ない。今後
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も引き続き単価減を患者数増で補っていくことが期待される。 

 

 

  ②訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ等の在宅診療の充実 

 

 訪問診療延患者数は４３人と前年度より２２人減少している。診療体制の関係も有り、致し方ないところではあるが、実

患者が５名程度であり、新規対象者の確保に努力が求められる。また、地域のニーズに応えていくために開始した訪問リハ

ビリに今後期待したい。さらには訪問看護も期待されるところである 

 昨年、４月から若狭町奥杉山地区のへき地診療を開始したことは評価されるところである。 

 

 ③健診、予防接種、検診等保健予防機関の役割を担う。 

 

 健診、予防接種、検診等に取り組む計画となっており、健診・検診件数は、全体的に減少しているが、近隣の事業所から

の依頼にもとづく職員、利用者の健診対応は重要であり、ケーブルテレビの利用、事業所訪問等により、今後も引き続いて

健診・検診業務のＰＲを強化し、新たな事業所契約の増加を図る努力が必要である。 

 予防接種については、インフルエンザ、任意接種は減少している。今後、予防接種広域事業にも積極的に対応し、地域の

要望でもある小児科医を充足させることによって、小児予防接種センター的役割の検討が期待される。 

 

 ④ 介護施設、福祉施設等、介護・福祉との連携を図る。 

 

 地域の医療機関との機能分担と連携を強化し、患者紹介・逆紹介をおこなっていく計画となっているが、当院は傷痍軍人

福井療養所として発足したという開設の経緯があり、その立地条件から近接性が必ずしも良くないという事情がある。 

 旧三方郡で唯一の入院機能を持つ病院として、引き続き急性期病院からの紹介患者の受入、在宅患者のフォロー、認知症

患者の受入、社会的入院の受入も地域の関連施設等と連携して推進していくことが求められる。また、地域包括ケアシステ
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ムにおける中心的位置付けと役割を果たしていくことが期待される。 

 さらに、昨年４月から開始した介護予防通所リハビリテーション事業をはじめ、今後、医療と介護を担う医療機関として、

地域のニーズを把握し、さらなる介護事業の展開が期待される。 

 

 ＜総括＞ 

昨年、新たに総務省から通知された「新改革プラン」策定において、２０２５年に向けての施策に対処する内容、県の地

域医療構想との整合性を図ることが重要となっている。 

 現状の病床運用、事業形態では、医療法、診療報酬制度、人事管理的要素など様々な仕組み・構造的な問題があり、大幅

な経営改善は極めて困難であることは昨年も指摘しているところである。 

 現在、「経営改善・改革検討委員会」において様々な角度から見直し策を協議しているが、公立病院としての役割に鑑み、

地域の医療・介護を見据えた地域包括ケアシステムの構築において重要な病院の位置付けを考慮し、慎重な検討を切望する。 

 当面の運営において、泌尿器科の常勤医師の確保は、病院の機能、地域の高齢化状況を考慮した場合、非常に期待される

戦力である。早期の地域への啓蒙・広報活動を行い、貢献されることを期待したい。あわせて、貴重な医療資源である医療

従事者全体の人材育成・研鑽をさらに強化していく必要性を申し添えておきたい。 

 今後、「新改革プラン」策定において、当評価委員会の位置付け、役割を鑑み策定時の委員会開催、および「経営改善・

改革検討委員会」の協議には、アドバイザーである評価委員会委員長の参加をもとに意見・具申を十分に反映いただき、患

者、地域住民、関係者のコンセンサスを得ながら見直し策を確定し、円滑な実行を図られることを望むものである。 

 

 

 

                                                                                                             以  上 



　　　　

改革プランにおける数値目標等（実績・目標）

（単位：百万円）

平成２６年度

決算

平成２７年度

プラン　　Ａ

平成２７年度

決算   　　Ｂ

平成２７年度決算

－プラン（Ｂ－Ａ）

平成２８年度

プラン（税込）

990 1,063 1,049 △ 14 1,005

うち外来収益 175 200 180 △ 20 187

うち入院収益 468 513 479 △ 34 508

うち医業外収益 321 316 366 50 284

1,114 1,057 1,040 △ 17 1,036

うち給与費 585 547 527 △ 20 541

うち材料費 130 143 116 △ 27 121

うち経費 140 170 152 △ 18 170

うち減価償却費等 77 77 78 1 84

△ 124 6 9 3 △ 31

△ 1,758 △ 1,752 △ 1,749 △ 1,780

△ 47 83 87 53

95 － 85 －

平成２６年度

決算

平成２７年度

プラン　　Ａ

平成２７年度

決算   　　Ｂ

平成２７年度決算

－プラン（Ｂ－Ａ）

平成２８年度

プラン（税込）

自己評価 委員会評価

91.9 100.6 100.8 0.2 97.0 ○ △

99.0 108.5 109.0 0.5 105.6 ○ △

65.7 73.4 69.4 △ 4.0 72.4 △ △

87.4 75.0 81.5 6.5 75.0 △ △

66.6 76.2 74.0 △ 2.2 79.0 △ △

92.6 95.0 90.5 △ 4.5 95.0 △ △

81.7 87.0 83.6 △ 3.4 88.0 △ △

57.4 62.0 60.7 △ 1.3 62.0 △ △

累積欠損金

病床利用率（療養）

病床利用率（全体）

外来患者数（１日平均）(人）

職員給与費比率

医業収支比率

（減価償却費等を除く）
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経常収支比率

病床利用率（一般）

資金収支

不良債務

収支

財務に係る数値目標

病院事業収益

病院事業費用

純損益



計画・実績

自己評価 委員会評価

①外来患者数 　

②入院患者数

（療養病床の有効活用）

平成２７年度　レイクヒルズ美方病院改革プラン評価シート

収入増加・確保対策

　　◎ベットコントロールの徹底により、利用率を増加させるとともに療養病床の増床、一般病床の減を行い全体の利用率を向上させていく。　　◎ベットコントロールの徹底により、利用率を増加させるとともに療養病床の増床、一般病床の減を行い全体の利用率を向上させていく。　　◎ベットコントロールの徹底により、利用率を増加させるとともに療養病床の増床、一般病床の減を行い全体の利用率を向上させていく。　　◎ベットコントロールの徹底により、利用率を増加させるとともに療養病床の増床、一般病床の減を行い全体の利用率を向上させていく。

     ①病床数は回復期、維持期の入院機能を提供するため一般４２床、療養５８床を維持する。

     ②一般病床は在宅復帰を支援すると共に、嶺南地域の急性期を担当する医療機関との連携により、療養病床を有効利用する。

計画 実績 進捗の判断

△ △

平成２７年度実績

　平成２７年度目標

            １日　　　平均６２人

　外来患者数　１日平均　６０．７人

１人１日当たり１２，２３３円

            １人１日当たり １３，３００円

　国家政策のとおり、長期投与の傾向

が増加（患者希望）しており、患者数

は減。単価は後発医薬品の処方増に伴

い減になっている。

　平成２７年度実績

入院患者数　１日平均　　８３．７人

１人１日当たり１５，６３４円

　当初、療養病棟の稼働率95％、一般

病棟80％を維持していく計画であった

が、療養が90%、一般が80％を下回る

74％の稼働率に留まった。一般の回転

率も悪く単価も上がらず計画を達成出

来ていない。

△ △
　平成２７年度目標

　　        １日      平均８７人

　　　　　　１人１日当たり１６，１００円

平成２７年度実績 　計画は達成出来ていない。今後、一

般からの転棟を計画的に推進すること

で高い稼働率を上げていくことが期待

される。

△ △

 平成２７年度の療養病床の目標稼働率は９５％

９０．５％、１日平均５２．５人
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自己評価 委員会評価

４月１日現在 正職員数 非常勤職員数 計

平成２１年 91 13 104

平成２２年 84 12 96

平成２３年 81 17 98

平成２４年 80 21 101

平成２５年 78 24 102

平成２６年 79 18 97

平成２７年 78(別掲3) 18 96（別掲3）

平成２８年 73(別掲2) 19 92（別掲2）

（非常勤増は看護職員、短時間勤務者）

職員数の推移

 

　

経費削減・抑制対策

◎公立小浜病院組合全体での人員の適正配置によるレイクヒルズ美方病院職員数の減により、主に給与費の抑制を図る。

計画 実績 進捗の判断

①組合全体での人員の適正配置によるレイクヒルズ

美方病院職員数の減により、主に給与費の抑制を図

る。

　

　職員数については、医師・看護職員

等の確保を行うことが原則である。看

護職員は基準に見合った配置数で、今

後、常勤医の確保が急務である。１０

月に泌尿器科の常勤医を採用予定と

なっており、診療科の開設について積

極的な広報が期待される。なお、本年

３月で看護師３名が定年退職だった

が、２名再任用制度適用となった。

（別掲）

公立小浜病院の新人、職場復帰者の技

術研修システムが完成し、その利用が

期待される。

○ ○

前年度比正職員数　管理栄養士△１人、看護師△２人、准看護師△１

人、看護補助員△１人
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公立病院として今後果たすべき役割

自己評価 委員会評価

（入院基本料１５：１）

自己評価 委員会評価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度

１８１人 １０２人 ６５人 ４３人４３人４３人４３人

　 訪問リハ訪問リハ訪問リハ訪問リハ １７４人１７４人１７４人１７４人 ⑤に内訳

　入院単価は減少したが、地域連携等

に基づく、在宅医療の困難な患者につ

いては、長期継続入院の要望にも極力

対応してきている。

今後も、単価減を患者数増で補ってい

く計画である。

○ ○一般病棟入院基本料１５対１（平均在院日数６０日

以内）の維持

①旧三方郡で唯一の入院機能を持つ病院として、急性期を担当する周辺病院との連携を図り、当病院は回復期・維持期の機能を提供すると共に地域診療所のバックアップ等に努める。

計画 実績 進捗の判断

      平成２７年度平均在院日数　４７．６　日

               （平成２６年度　４４．０日）

②訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ等の在宅診療の充実

計画 実績 進捗の判断

△ ○

訪問診療・看護・リハビリの拡大

訪問診療延患者数

　 　

　訪問診療件数は医師の事情により減

少した。訪問リハビリについて平成２

７年７月開設し、徐々に増加させてき

ていることは評価できる。

　　※平成２７年４月よりへき地拠点病院の公立小浜病院からの委託を受け、若狭町奥杉山地区のへき地診療を月１回実施している。　　※平成２７年４月よりへき地拠点病院の公立小浜病院からの委託を受け、若狭町奥杉山地区のへき地診療を月１回実施している。　　※平成２７年４月よりへき地拠点病院の公立小浜病院からの委託を受け、若狭町奥杉山地区のへき地診療を月１回実施している。　　※平成２７年４月よりへき地拠点病院の公立小浜病院からの委託を受け、若狭町奥杉山地区のへき地診療を月１回実施している。
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自己評価 委員会評価

（件数）

平成２６年度 平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度 増減

41 44444444 3

78 66666666 △ 12

14 10101010 △ 4

11 14141414 3

214 134134134134 △ 80

0 0000 0

平成２６年度 平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度 増減

533 537537537537 4

　 　

333 295295295295 △ 38

69 41414141 △ 28

健診、予防接種、検診等に取り組む △ △

健診・検診等
(健診・検診等）

健診・検診件数は、前年度比若干減

少。他健診は近隣の特別養護老人ホー

ムからの依頼となっている。ケーブル

テレビ、事業所訪問等により、健診・

検診業務を積極的にＰＲしていくこと

が期待される。

 

他健診

禁煙外来

③健診、予防接種、検診等保健予防機関の役割を担う。

計画 実績 進捗の判断

 インフルエンザ以外

委託（麻疹・風疹等）

特定健診

健康診断

乳児健診

がん検診

△ △

予防接種 （予防接種）

インフルエンザ
全体として減少している。今後、予防

接種広域事業（県内）にも積極的に対

応していく。そのためにも、ケーブル

テレビ等により、積極的にＰＲしてい

くことが期待される。

　

任意
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自己評価 委員会評価

入院・退院患者経路入院・退院患者経路入院・退院患者経路入院・退院患者経路

　 入院患者の経路入院患者の経路入院患者の経路入院患者の経路

平成２６年度 平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度 増減

特養・老健 38 24242424 △ 14

転院 59 71717171 12

在宅 78 98989898 20

計 175 193193193193 18

　 退院患者の経路退院患者の経路退院患者の経路退院患者の経路

平成２６年度 平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度 増減

特養・老健 31 28282828 △ 3

転院 10 8888 △ 2

在宅 70 80808080 10

死亡 69 66666666 △ 3

計
180 180180180180 0

一般→療養 転棟 29 38383838 9

　

　 病院 医院 老健 特養

平成２６年度
126 200 21 5

平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度
112112112112 206206206206 29292929 2222

増減

△ 14 6 8 △ 3

　 病院 医院 老健 特養

平成２６年度
261 81 7 2

平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度
297297297297 73737373 16161616 4444

増減

36 △ 8 9 2

　平成２６年度比で、入院患者では転

院、在宅が増加している。退院患者で

は、在宅復帰患者が増加している。外

来患者の紹介患者の内訳では病院から

の紹介が減少、医院からは微増の状況

である。逆紹介は病院が増加となって

いる。

当院の役割・使命として、施設等から

の受け入れ、長期療養の希望に沿った

対応を行っており、今後も引き続き継

続し、地域包括ケアシステムにおける

当院の位置付け、役割が期待される。

外来における紹介元

④　介護施設、福祉施設等、介護・福祉との連携を図る。

計画 実績 進捗の判断

△ △

地域の医療機関との機能分担と連携を強化し、患者

紹介・逆紹介をおこなっていく。

　

外来における紹介先
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自己評価 委員会評価

介護予防通所リハ介護予防通所リハ介護予防通所リハ介護予防通所リハ

人数 １９２人

日数 １，０５８日

介護予防訪問リハ介護予防訪問リハ介護予防訪問リハ介護予防訪問リハ 訪問リハ訪問リハ訪問リハ訪問リハ

人数 １９人 人数 １８人

日数 ９０日 日数 ８４日

介護予防支援介護予防支援介護予防支援介護予防支援 居宅介護支援居宅介護支援居宅介護支援居宅介護支援

人数 １７人 人数 １０人

　介護事業として４月に介護予防通所

リハ、７月に介護（予防）訪問リハ、

１０月に居宅介護支援事業を開設し

た。各事業において順調に稼働してき

ておりリハビリについてはさらなる拡

大の要望があり今後、従事者確保を行

い地域の要望に応えていくことが期待

される。体制としては、増員なしで

行ってきている関係で通所リハは午前

中、訪問リハは午後のみとなってい

る。また、居宅介護支援事業も入院、

退院、在宅等の連携をスムースに展開

していくことで効果を発揮しているこ

とが評価できる。

○ ○

⑤地域包括ケアシステムを担う病院として介護事業の展開を図っていく。（平成２７年度開始）

計画 実績 進捗の判断

地域の要望を基に入院、退院、在宅、介護の連携を

スムースに行うため介護事業の展開
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レイクヒルズ美方病院評価委員会　委員名簿

　

　

レイクヒルズ美方病院評価委員会　開催日

平成２８年　９月３日（土）　午後２時より レイクヒルズ美方病院　管理棟１階会議室

　

区分 氏名 所属団体・役職等

委員長 白髪　昌世 　広島国際大学医療経営学部医療経営学科教授

委　員 赤尾　信之 　若狭町区長会　副会長

委　員 山口　逸男 　美浜町区長会　副会長

委　員 中村　良隆 　若狭町副町長

委　員 戸嶋　秀樹 　美浜町副町長

委　員 浅妻　賢哉 　三方郡医師会　

委　員 梅木　智巳 　敦賀信用金庫三方支店　支店長

13


